
















　母子保健に関連する医学の急速な進歩にも拘らず,わが国の妊産婦死亡率お

よび周産期死亡率は先進国と比較して依然として高率であり,また,少産少死の

時代の要求として,心身障害児の発生は重大な社会問題として c1ose up されて

きている。本研究においては,妊娠および分娩経過において,母体・胎児・新生

児のいずれかを著しく危険な状態におとし入れる確率の高い因子にさらされて

いる妊婦を障害妊婦と呼称し,妊産婦死亡,周産期死亡ならびに心身障害児の発

生を予防することを目的として,障害妊婦の登録・管理と追跡のシステムに関

与する要因を,母の妊娠前および妊娠中における要因ならびに先天生身体障害

児の発生からみた要因に分け,それぞれを種々の面から検討した。


